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研究成果の概要（和文）： 
本研究は保健医療ソーシャルワークのコンピテンシーの構成要素を決める要因を明らかし、

その指標開発を行う上で、先行研究を行い、コンピテンシーの向上がストレス反応を緩和する

こと、また職満足感を高めることなどを仮説として、質的・量的調査を行った。その結果、コ

ンピテンシーの向上には、ソーシャルワーカーとしての経験年数や管理職業務の有無等の要素

が関連していた。また、それがストレス反応を緩和することが証明された。さらに質的調査か

ら抽出した行動アンカーは 3つの因子で説明でき、職場環境、職務内容、給与に関する満足感

とソーシャルワークの専門性に関する知識技術と関連性があった。 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research was to invent the relationship between the characteristics 

of social workers in the health services and the factors involved in their competency 

-- mission, ethics, independence, knowledge, skills, motivation, and training, and to 

develop the social work competency tool.  As a result of this research, the competency 

of macro, mezzo and micro was extracted.  In addition, the social workers were related 

to the improvement of the competency those elements such as having years of experiment 

and managerial class duties or not.  Furthermore, the improvement of this competency 

promoted the practice of "the problem measure's action," and it developed field to build 

the relationship with local resources.  Along with these factors, competence will be 

influenced by the education, training, support system, the form of organization. 
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１．研究開始当初の背景 

近年の保健医療に関するわが国の動向と

しては、医療法改正や介護保険導入などの影

響を受けて,地域保健医療機関では病院サー

ビスの効率性,効果性,経済性を追究するよ

うになってきた。今後の動向から推察しても,

医療機関における他職種との共同の中で専

門家としての社会福祉援助介入の質を高め

る必要性がますます要求されてきている。そ

の支援の方法の要として、ソーシャルワーク

の隣接領域である他の専門職も含めてケア

マネジメントが唯一の専門性として主張さ

れているが、それにより、社会福祉領域であ

る元来のソーシャルワーク援助の専門性が

軽視され、その独自性と固有性の境界が一層

曖昧になってきたという感がある。「ソーシ

ャルワークとは」という問いに我々が提示す

ることの一助になりえるのが、専門職である

ソーシャルワークに必要な資質や能力を明

示することであり、他職種との相違性を明ら

かにする必要性があろう。 

２．研究の目的 

本研究では概括的な整理に加え、実証的な

立場から、国内の実践を分析することに加え、

欧米の実践の分析を行い世界的動向から本

研究を深める。本研究の仮説としてソーシャ

ルワークコンピテンスは個人的な内的側面

だけではなく、社会環境や物理的環境側面と

の相互作用で成長発達していくと考えられ

る。以上のことより、ソーシャルワーク援助

技術の深化と発展のためにはソーシャルワ

ークの専門性を構成するコンピテンスの構

造を個人的側面と環境システムの両側面か

ら明確に指標として開発する。社会福祉専門

領域の独自性と固有性を明示できる。さらに、

社会福祉援助技術の発展に寄与できると共

に、今後の保健医療ソーシャルワーク教育に

貢献できると言えよう。 

３．研究の方法 

(1)先行研究；専門職コンピテンスの概念整

理及び心理学,社会システム論、欧米のソー

シャルワークコンピテンスに関する理論的

研究と先行研究を行う。 

(2)質的調査；研究１：わが国の保健医療領

域のソーシャルワーク専門家が支援を行う

際に用いられるコンピテンスの構成要素を

抽出するために、実践を行っているソーシャ

ルワーカーからインタビュー調査による質

的研究を行う．方法としては事例を提示して

もらい，一連の援助展開から援助者の価値・

倫理観，援助の視点，知識,技術，アセスメ

ントの枠組み，援助方針と援助実施への連動，

リアセスメントの視点，事後評価の視点,用

いている理論，技法などを明らかにするため

にインタビューおよび研究会開催し、研究枠

組みの提示を行う。 

(3)研究 2：保健医療領域ソーシャルワーク実

践者への調査：対象者：日本社会事業協会の

会員から無作為抽出したソーシャルワーカ

ー500 人程度．回収率を 50％と推定し，質問

紙を配布するデータ収集方法：質問紙を郵送

し各々が自主的に返信して頂き，回収する．

データ分析方法：インタビュー調査による質

的研究によって抽出された枠組みに沿って，

ソーシャルワーカーの支援状況を踏まえた

上でのコンピテンスとの関連を分析し検討

する． 



(4)研究 3：日本諸外国の保健医療ソーシャル

ワークに関するコンピテンスとして、FGI（フ

ォーカスグループインタビュー）を開催し、

保健医療領域におけるソーシャルワークコ

ンピテンスの要因を抽出する。 

(5)研究４：本研究は自己記入式質問紙によ

る郵送調査法を用いた。研究対象者は日本医

療社会事業協会の会員であり基礎研修、基幹

研修、専門研修のいずれかを終了した者 629

人中、医療機関で勤務している者 480 人を抽

出した。回収は対象者のプライバシー保持の

ため、質問紙は無記名とした。2010 年 1月か

ら 2月に調査を実施した。 

 

４．研究成果 

研究１:医療ソーシャルワーカーを対象とし

たグループインタビュー調査を行った。研究

方法は質的研究として、対象者を医療ソーシ

ャルワーカー3 人とした。研究結果からイン

タビュー調査をもとにミクロ，メゾ・マクロ

と分けてソーシャルワークコンピテンスの

分析整理を行った。ミクロに関するコンピテ

ンスとして(1)専門職としての価値観、(2)ソ

ーシャルワークの特有の視点、(3)アセスメ

ント能力、(4) 効果的・効率的介入の技術、

(5)巧みなコミュニケーションスキル、(6)利

用者・ワーカーの信頼関係を形成する能力が

抽出された。メゾ・マクロに関するコンピテ

ンスとして(1)ポジショニングと役割遂行能

力、(2)チームアプローチと協働する能力、

(3)公正性を追求する姿勢 (4)ネットワー

ク化・住民組織化する能力、(5)情報の効果

的活用する能力が抽出された。社会福祉の第

2 次機関として特徴である，とりわけ専門性

の高い医療機関の中で，付加価値的存在とし

て位置づけられているソーシャルワーカー

は利用者中心の支援と地域において患者中

心のネットワーク作りと，いわゆるミクロか

らメゾ，マクロまでの幅広い業務が可能であ

る．さらに地域資源との関係性も構築するこ

とも得意とする分野であることが明らかに

なった。 

研究２:医療ソーシャルワーカーを対象とし

た郵送調査：研究方法は量的研究とした。調

査期間は 2007 年 10 月 24 日から１ヶ月とし

た。対象者は 2006 年 4 月から 2007 年 9 月ま

での日本医療社会事業入会者医療ソーシャ

ルワーカー616 名であった。研究結果では有

効回答数は 343 票（回収率は 55.7％）であっ

た。主な調査内容は、基本属性（性別、年齢、

病院のソーシャルワーカーとしての経験年

数、福祉職としての実務経験年数、現在の医

療機関の病床数、所属する医療機関のソーシ

ャルワーカーの人数、週の平均的な労働時間、

管理職業務の有無、最終学歴、取得資格）、

専門性自己評価尺度を用いたコンピテンシ

ーの測定、ストレッサーとストレス反応、問

題対処能力の測定を行った。調査の結果、コ

ンピテンシーの向上にはワーカーとしての

経験を積む必要があること、また、教育の機

会を活用するなどの環境的な要因も関わる

ということ、そしてコンピテンシーの向上の

阻害にはストレスが関与するが、積極的な問

題解決を求めることで対処することができ

るということが明らかになった。 

研究３:既述の状況を踏まえ、本研究では保

健医療分野で活躍するために必要なコンピ

テンシーとはどのようなものなのか、保健医

療分野で活躍しているソーシャルワーカー

を対象に FGI を開催し、調査を実施すること

とした。その調査票の項目を明確化するため

に、まず KJ 法を用いた作業を行った。研究

会における議論の中でソーシャルワーカー

の所属機関の特性や経験年数によって求め

られるコンピテンシーは異なるという結論

に至ったため、急性期医療機関で部下を有す



る中堅以上のソーシャルワーカーをその対

象と限定した。調査方法としては、保健医療

福祉分野にて活躍している中堅以上のソー

シャルワーカーと研究者 計 6名が、それぞ

れ保健医療福祉分野のソーシャルワーカー

に求められる能力とは何か付箋に書き出し

た。次にそれらの項目の妥当性、正当性につ

いて議論し、その上で残った項目についてフ

ァクター、コンピテンシー、行動アンカーに

それぞれ整理・分類した。さらに、より実践

の場面で活用できるような指標とするため

に、既存の指標や指針よりもより具体的な行

動レベルに落とすようにし、コンピテンシー

によってもたらされる行動を「行動アンカ

ー」とした。その結果、各コンピテンシー5

～10 の行動アンカーを含むものとなってい

る。プロセスの結果、まずファクターを、(1)．

思考要因 (2)．コミュニケーション要因 

(3)．ネットワーク要因 (4)．専門要因 (5)．

自己管理要因 (6)．業務運営管理要因 (7)．

リーダーシップ要因とした。どのファクター

も自機関内にとどまらず、対クライエント、

地域、ほかの組織と連携・協働する際、保健

医療分野のソーシャルワーカーに求められ

るコンピテンシーを含むものである。また、

コンピテンシーや行動アンカーの中には別

のファクターの中に重複するものがある場

合もあるが、本調査の目的はソーシャルワー

カーに求められる能力の明確化であり、その

目的は項目の重複によって妨げられないと

判断した。研究会では、ソーシャルワーカー

のコンピテンシーという抽象的になりがち

な事柄を、より実践に則した形で、より具体

的に示すことができるようにという点を常

に留意した。その結果、どのファクターにお

いても、組織や社会、地域のなかで求められ

る役割を担い、業務を行うことを求められて

いることが含まれた。 

研究４:調査票は保健医療分野のソーシャル

ワーカー480 人に郵送した。201 人から回答

を得た（回収率 41.8％） 分析１では職場環

境、職務内容、給与に関する満足感の検討に

先立ち、尺度の因子分析を行い、MSW 向けの

職場環境、職務内容、給与に関する満足感測

定尺度の修正を試みる。結果・考察として、

医療ソーシャルワーカー向け職場環境、職務

内容、給与に関する満足感測定尺度を再度分

析した結果、第１因子は福祉職にとって給与

は自らの生活を支えるものであり、また職場

環境の大きな要因とも言える。これを「職場

待遇と給与」と命名した。第 2因子は自らが

仕事を通して、自己実現を図り、社会的な貢

献をしていくことにより、共にエンパワメン

トされるとして「達成感とやりがい」と命名

した。第 3因子は職場内の上司や同僚との人

間関係と組織内の協働を示している。これを

「職場組織内の人間関係」と命名した。この

尺度は医療ソーシャルワーク分野において

も十分活用できるといえる。さらに、医療ソ

ーシャルワーカーにどのような専門的知識、

技術が必要なのかを明らかにしたい。そこで、

上述したとおり専門ソーシャルワーカーに

よる会議を重ね KJ 法で抽出できた項目の因

子分析を行い、MSW 向けの専門性に関する指

標作成を試みる。方法は「(1)．専門的知識

を有する(2)．専門的技術を有する（①面接

技術②アセスメント技術③介入技術④グル

ープ介入技術⑤地域介入⑥その他対人援助

技術、(3)．アドボケイト４．研究）の 4 つ

のコンピテンシーを構成し、それに対して 63

の行動アンカーを分析対象とした。主因子法

により因子を抽出し、その後、プロマックス

回転を行った。結果・考察はソーシャルワー

クの専門性に関する知識技術に関する分析

を行った結果、第１因子は 34 項目で構成さ

れており、ソーシャルワーク業務を行う上で



アドボケイト能力を含むソーシャルワーク

支援を行う上で必要な基本的能力が高い負

荷量を示していた。そこで「ソーシャルワー

ク支援能力」と命名した。第 2 因子は 17 項

目で構成されており実践を理論化するプロ

セス能力や理論に関する知識が高い負荷量

を示していた。そこで「ソーシャルワーク理

論化能力」と命名した。第 3 因子は 10 項目

で構成されており、ソーシャルワーク業務を

行う上で、必要な基本的な知識や能力が高い

負荷量を示した。そこでこれを「組織内外業

務遂行能力」と命名した。下位尺度間の関連

に関しても３つの下位尺度は互いに有意な

正の相関を示した。さらに、ここでは、専門

性得点と職務満足感の関連を検討した。その

結果、専門性と満足度は有意な正の相関を示

した。以上のことから、本研究から明らかに

なったことは、(1)．専門的知識を有する、

(2)．専門的技術を有する、(3)．アドボケイ

ト(4)．研究に分けた行動アンカーは 3 つの

因子で説明できた。さらに職場環境、職務内

容、給与に関する満足感とソーシャルワーク

の専門性に関する知識技術は関連性があっ

た。今後の課題は作成された指標を実際に活

用し、妥当性を高めることである。 
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センター 緩和医療科 臨床心理士 

 

塩田 哲也(SHIOTA TETUYA) 東海大学医学

部付属八王寺病院・総合相談室・医療ソーシ

ャルワーカー 

 

三澤（田代） 直子 (MITUZAW  NAOKO)小田

原 循環器病院 医療ソーシャルワーカー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


